
◆
段
々
畑
で
出
会
っ
た
西
淀
川
人

甑
島
は
鹿
児
島
か
ら
鹿
児
島
本
線

を
熊
本
へ
向
い
川
内
駅
で
下
車
。河

口
に
あ
る
港
か
ら
高
速
船
で
東
シ

ナ
海
を
40
分（
距
離
約
26
㎞
）。主
産

業
は
漁
業
と
観
光
。漁
業
は
通
年
の

キ
ビ
ナ
ゴ
の
刺
し
網
や
ブ
リ
な
ど

の
定
置
網
。カ
ン
パ
チ
や
マ
グ
ロ
の

養
殖
場
も
あ
る
。私
が
訪
れ
た
の
は

上
甑
島
・
里
地
区（
人
口
1
3
0
5

人
／
2
0
1
3
）。町
は
２
つ

の
島
を
繋
ぐ
陸
繋
砂
洲（
ト

ン
ボ
ロ
）上
に
あ
る
珍
し
い

集
落
。

農
業
は
耕
地
に
適
し
た
平
地

が
少
な
く
、山
の
斜
面
に
細

か
い
段
々
畑
を
一
面
に
拓
き
、

麦
や
甘
藷
を
栽
培
し
て
き
た
。

近
年
は
焼
酎
の
原
料
と
な
っ

て
い
る
。

か
つ
て
の
段
々
畑
は
放
置
さ

れ
て
常
緑
広
葉
樹
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

段
々
畑
の
面
影
を
辿
っ
て
斜
面
を
登

る
と
、小
さ
な
２
枚
ば
か
り
の
畑
の

手
入
れ
を
す
る
T
さ
ん（
1
9
3
8

年
生
、76
才
男
性
）が
い
た
。

T
さ
ん
は
畑
で
、生
食
す
る
ラ
ッ

キ
ョ
を
栽
培
し
て
い
た
。上
段
の
畑

は
30
年
も
放
置
さ
れ
て
樹
木
が
繁
り
、

畑
を
覆
う
様
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

雑
談
し
て
い
る
と
、T
さ
ん
は
な
ん

と
西
淀
川
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。

◆
漁
業
↓
炭
鉱
↓
西
淀
川

T
さ
ん
は
甑
島
生
ま
れ
の
3
男
。小

学
生
の
時
に
父
親
と
死
別
し
、残
さ

れ
た
3
人
兄
弟
と
母
親
は
叔
父
さ
ん

の
元
に
身
を
寄
せ
た
。中
学
校
を
卒

業（
1
9
5
3
年
）し
、16
才
の
時
、兵

庫
県
竹
野
で
水
産
会
社
の
漁
船
に
乗

り
、巻
き
網
漁
を
し
た
。し
か
し“
ナ

グ
レ（
放
蕩
し
）„
て
辞
め
た
と
本
人

は
語
る
。そ
の
後
北
海
道
に
渡
り
、歌

志
内
に
あ
っ
た
三
井
の
炭
坑
で
働
い

た
。仕
事
は
大
成
建
設
が
建
設
し
て

い
た
立
坑
の（
ウ
イ
ン
チ
に
よ
る
巻

き
上
げ
部
分
）工
事
に
従
事
し
た
。

し
か
し
炭
坑
で
は
当
時
ガ
ス
爆
発

事
故（
1
9
5
8
年
三
井
砂
川
炭
坑

爆
発
事
故
）が
起
こ
っ
て
お
り
、危

険
な
職
場
で
あ
っ
た
の
で
約
7
ヶ

月
で
や
め
た
。

そ
の
後
、兵
庫
県
尼
崎
市
に
移
っ
て

西
淀
川
の
玉
造
鋼
業
株
式
会
社
で

圧
延
の
仕
事
に
就
職
す
る
。ス
ク

ラ
ッ
プ
と
な
っ
た
船
の
鉄
板
を

シ
ャ
ー
リ
ン
グ（
せ
ん
断
加
工
）し
、

炉
に
入
れ
て
ロ
ー
ラ
ー
で
６
回
延

ば
し
、13
ミ
リ
ま
で
薄

く
す
る
仕
事
。
今
と

違
っ
て
全
て
手
作
業

で
あ
っ
た
。
田
中
角

栄
が
首
相
だ
っ
た
34

〜
36
才
頃
は
工
場
内

に
在
庫
が
残
ら
な
い

程
景
気
が
良
か
っ
た
。

尼
崎
在
住
時
に
結
婚

し
て
子
ど
も
が
出
来
、

運
良
く
府
営
姫
島
住

宅（
1
9
6
2
年
建

設
）に
入
居
し
て
、西

淀
川
の
住
民
と
な
っ

た
。入
居
し
た
頃
は

大
気
汚
染
も
、住
宅

の
横
を
流
れ
る
大
野

川
の
悪
臭
も
ひ
ど
か
っ
た
。そ
の

大
野
川
が
埋
め
立
て
ら
れ
て

1
9
7
9
年
に
緑
陰
道
路
と
し
て

生
ま
れ
か
わ
っ
た
所
ま
で
見
届
け
、

母
親
の
介
護
を
す
る
た
め
41
才
で

家
族
と
も
ど
も
甑
島
に
帰
っ
た
。母

親
は
島
に
帰
っ
て
1
年
半
後
に
亡

く
な
っ
た
。あ
れ
か
ら
35
年
、西
淀

川
と
の
繋
が
り
も
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
と
い
う
。帰
島
後
は
水
産
会

社
に
入
り
、無
人
島
で
あ
っ
た
宇
治

群
島（
甑
島
よ
り
南
方
約
53
㎞
）の

飯
場
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
定
置

網
漁
を
し
て
い
た
。東
京
で
働
い
て

い
た
長
男
は
病
気
で
亡
く
な
り
、次

男
は
生
ま
れ
故
郷
の
尼
崎
に
い
る
。

◆
西
淀
川
を
支
え
た
人
た
ち

高
度
経
済
成
長
の
時
代
、西
淀
川
の

鉄
鋼
業
は
元
気
で
あ
っ
た
。そ
の
労

働
を
支
え
て
い
た
の
が
T
さ
ん
の

よ
う
に
地
方
か
ら
の
若
者
達
で

あ
っ
た
。バ
ブ
ル
景
気
が
終
わ
る
80

年
以
後
、故
郷
に
U
タ
ー
ン
し
た

人
々
も
多
い
。

西
淀
川
の
歴
史
を
語
る
と
き
、決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
々
で
あ

る
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。

子どもにとっての自然とは、育つ環境の中にあるものだ。というのが、海へ行ったとき潮だまりのニオイ

で気分が悪くなったわたしの実感。それでも、地道を通る車も少なく、テレビの子ども番組もあまりな

く、いろんな時間がゆるやかに過ぎた記憶はもう50年前のもの。

高層マンションにおける子育て生活が以前の長屋とは変わったように、空間的変化として覚

えておきたいのは、各地で古い学校校舎が次々に建て直され、その多くが職員室を二階に配

置したことにより、先生と子どもの関係性が大きく変わった・・・と、わたしは確信している。

それから、トイレ関連の変化。昔は家も学校も「ポットン便所」で、よく覗き込んだし、持ち物をよく落として嘆いた。トイレットペー

パーはなく、小中学校ではハンカチ＆ハナ紙の忘れ物検査が毎日のようにあり、その紙の模様や香りで女子たちは盛り上がった。

やがて水洗トイレとなり、しばらくしてあちこちの施設で自分のナマ気配を消す装置（音姫さん等）が現れた辺で、近代における「他

者との距離感」は決定的に変わった・・・というのがこれまた個人的な持論。ほんじゃ男性たちは？とトイレ考を続けたいくらいだが、

残念ながら最終回（笑）。人はお互いに違うけど、こんなに一緒だね、というテーマのつもりが脱線したまま、これにて失礼します。

か
み
こ
し
き
じ
ま

せ
ん
だ
い

り
く
け
い
さ
す
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今
回
は
高
田
研
理
事
か
ら
の

投
稿
で
す
。鹿
児
島
で
出
会
っ

た
西
淀
川
人
に
つ
い
て
の
お

話
で
す

2014年5月10日
訪問

お好み焼き とうま和（かず）

和子おばあちゃんが作ってくれるお好み焼き

は、ボリュームあり、甘めのソースが懐かしいけ

ど、家で作るものとはどこか違う。おいしい。

実は40年も続く老舗なんで、遠方からも足

しげく通うお客さんも。「座敷もあるからお子

さん連れでも大丈夫。近所の若いお母さん

もどうぞ来てね」と話されていました。

ねこ丸

飲んだ後の締め、夜中に無性にお好み焼

きが食べたくなっても大丈夫。深夜3時まで

開いているお好み焼き屋、それがねこ丸で

す。これぞ王道と言わんばかりのどっしり系お

好み焼き。横に添えられたたっぷりマヨネーズ

が、これまた食欲をそそります。他にも沢山の

メニューがあるので是非食べたいお店です。

(イラスト：とりやまひろこ)

西川  日奈子（NPO法人西淀川子どもセンター代表）　

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
西
淀
川
人

鹿
児
島
県
甑
島

こ
し
き
じ
ま

高
田　

研

（
都
留
文
科
大
学
文
学
部
社
会
学
科
教
授
）

～御幣島のひなやん編～
み て じ ま

最終回

所 西淀川区福町2-27-4
休 土日、祝祭日
営 11:00-21:00
☎ 06-6475-7578

所 西淀川区姫里1-10-12
休 月曜日
営 17:00～翌3:00
☎ 06-6471-7877

西
淀
生
ま
れ

の
西淀育ち“ひな

やん

”の
コ
ラ
ム
で
す

おいしいわ西淀川
西淀川区にはお好み焼き店が約40軒あります。
町中にポツリとあるお店、塚本駅前の繁華街にあるお店、
焼きそばや鉄板焼きもあるお店などなど、個性あるいろんなお店があります。
さて、今日はどこへ行こうかな～。

第11回

田

豚玉
豚玉


